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The purpose of this study was to examine the relationship between Birth order and

Personality.

We refered to the investigatipn conducted by YoDA and HuEATStI (1963). The sub-

jects were 187 pairs of mothers and children. The children were in the点fth grade, and

had one brother or one sister. The subjects were asked whether 51 personality
trait

items as reflected in daily activities applied to the点rst child or
to the second child･

The main results were as follows;

(1) The personality of First･born child and Next･born child were fairly established･

Comparing with the results of the investigation in 1963, the contents of personality

were no change.

(2) The difference of personality traits between First･born and Next･born did'nt come

out clearly when the disparity of age was small･

(3) When the First･born children were called their own name or nickname, the differ･

ence of personality traits did'nt come out clearly･

Ⅰ 目 的

性格形成の諸条件のひとつとして,出生順位の問題がある｡出生順位によって,性格特

性に差異が生ずるかどうかに関して,実証的研究をおこなったものに,依田･深津(1962)

の調査が挙げられる｡この調査の目的ほ,

(1)長子,次子には,それぞれ具体的に,どのような性格特性があるか

(2)長子と次子の性格特性の差異には,きょうだいをめぐる環境条件が,どのように

影響しているのか

ということであった｡

調査の対象ほ,小学校4年から,中学2年に在学している児童･生徒145名と,その母

演,合計290名であった｡児童,生徒は, 2人きょうだいである者に限られた｡-

性格特性を調査する質問項目ほ,三木ら(1954 a, 1954 b)の考案した方法を参考にした｡

それほ,日常生活場面でよくみられる行動の記述であり,きょうだいのどちらによりあて

ほまるかという,相対的判断を求めるものである｡そして,親と子の回答を整理し,長子

的性格をあらわす項目,次子的性格をあらわす項目を検討した｡
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この1963年調査の主要な結果ほ,次の3点に要約できる｡

(1)長子は,自制的で･慎重で,ひかえめで,親切であるが,面倒なことを嫌う債向

があるo次子は,活動的で,快活であるが,おしゃべりで,甘ったれで,強情で,依

存的で,やきもちやきである･｡また同時に,男子的性格･女子的性格も見出された｡

(2)きょうだいの年齢差が, 2歳-4歳である時に,きょうだいの性格差異はもっと

も顕著にあらわれる｡

(3)日常生活において,きょうだいどうしがお互いの名前を固有名詞で呼びあってい

る場合ほ･次子が長子を,きょうだい内の地位をあらわす普通名詞で呼んでいる場合

よりも,性格差異のあらわれ方ほ,有意に少ない｡

長子的性格･次子的性格というものが存在することが明らかになったが,このきょうだ

いの性格の差異は,次の2つの要因によって,つくり出されたものと考えられた｡

第1は,出生順位の違いによる･生育環境の相違である｡第2は,きょうだいに関する

我が国独自の文化の影響である｡男尊女卑･家父長制･家業の長子相続などといった,封

建的な考え方は･日本独特のものと言えようoこのような文化のもとでは,親が子どもに

期待する役割が･子どもの出生順位や性別によって,多様に分化していると考えられる｡

この, 1963年調査ほ, 1962年11月におこなわれたものである｡すでに, 20年近くの年
月が経過したわけであるoこの間に,我が国のきょうだいの様相ほ,大きく変化した｡家

族形腰の核家族化が進み,生まれてくる子どもの数が減っている.すなわち,一家族あた

りの子どもの数が減少している｡

一家族あたりの子どもの数が減少したことは,きょうだいの数の減少を意味する.現代
は, 2人きょうだい,またほひとりっ子である老が大半をしめるようになった｡

また,家族内での身分上の伝統的序列性も,大幅に弱められてきている｡家族制度的な

考え方ほ後退し,家庭内の対人関係の民主化が進んでいることも,きょうだい関係に変化

をもたらす要因のひとつと言えよう｡

本研究ほ,出生順位と性格との関連についての,年代的変化を検討することを,目的と

するo

そこで, 1963年調査を,はぼ同じかたちで再調査し,現在でも,長子的性格･次子的性

格が存在しているのかどうかについて,検討した｡

ⅠⅠ方 法

前述の, 1963年調査で使用された性格特性を調査する質問項目, 51項目を使用した｡

これらの項目は,日常生活場面でよくみられる行動の記述であり,きょうだいのどちらに

よりあてはまるかという,相対的判断を求めた｡

さらに,性格特性に影響を与えると考えられる諸条件として,きょうだいの性別構成,

年齢差の他に,日常生活で長子は,次子や親から何と呼ばれているかなどについて調査し

た｡
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ⅠⅠⅠ調査対象及び調査手続

調査対象

神奈川県下の市立小学校5年の児童のうち,次の条件をみたす老と,そのノ母親を被調査

者とした｡

(1) 2人きょうだいであること

(2)本人のきょうだいほ,幼椎固から高等学校までに在国またほ在学していること

児童187名,母親187名,計374名が調査対象となったo

被調査児童のきょうだいの性別構成を, Tablelに示す｡この裏は,たとえば187名の

被調査児童のうち,男一男というきょうだい構成の,長子が24名,次子が23名であるこ

とを示しているo

調査手続

児童に対してほ,各学級担任に依頼し,教室において集団的に実施した.母親に対し

てほ,児童に家庭へ調査用紙を持ち帰らせ,記入後ほ封をして,学校に提出してもらい,

回収した｡

調査期間ほ, 1980年10月であった｡

ⅠⅤ 結果及び考察

1.性格特性項目の妥当性の検討

調査結果の分析にあたって,まず,性格特性を調査した51項目の妥当性を検討した｡

a)長子であると回答する者が半数,次子であると回答する老が半数である項目につ

いて:これらの項目は,被調査者が,ある性格特性について,きょうだいの間に差が

ないと判断した項目であることを示しているとして,分析から除くために検定をおこ

なった｡その結果,該当する項目ほ, No.47であった｡また,被調査者の半数が,長

子,次子どちらにも回答しなかった項目は見出されなかった.

b)母親の回答と,児童の回答が,逝の傾向を示す項目について:これらの項目は,善

かれている性格特性の読みとり方や,行動の感じとり方の判断の基準が,親と子とで

は相違していることを示していると考えられる｡分析から除くために検定をおこなっ

たところ,該当する項目は見

出されなかった｡

c)長子と次子の回答が,自

分や相手にかたよる項目を,

分析の対象から除くために,

検定をおこなった｡その結果,

長子,次子ともに相手があて

ほまると回答する老が有意に

多い項目として, No.48(P<

Table l被調査児童のきょうだいの性別構成

きょうだいの性別構成

MM I MF [ FM I FF

合 計

出生頗位

人数(人)

1 21 1 2 1t 2 1 2】 1 2

24 23】27126 26121 18 22 95] 92

合計I 47 L 53 47 1 40 187

注) Mは男子, Fは女子｡

1ほ長子, 2は次子.
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･05)が該当した｡また,自分があてはまると回答する者が有意に多い項目として,
No. 17, 19, 23, 31, 37, 42, 44, 50, 51 (P<.05)が該当した.

以上, a) b) c)より,長子的性格,次子的性格をあらわすものとして適当でない項目と
して, No.17, 19, 23, 31, 37, 42, 44, 47, 48, 50, 51の計11項目が挙げられ,これら

ほ,分析の対象から除くことにした｡

2.長子的性格･次子的性格

性格特性に関する51項目から,トa) b) c)より,上記の11項目を分析の対象から除

いた｡残った40項目について,項目ごとに児童と親の回答数を合計し, Ⅹ2検定をおこな

った.｡そして,長子があてほまると回答した者が,次子があてはまると回答した者より有
意に多い項目を,長子的性格をあらわす項目群とした｡同様に,次子があてはまると回答

した老が,長子があてはまると回答した者より有意に多い項目を,次子的性格をあらわす

項目群とした｡

長子的性格をあらわす項目として10,次子的性格をあらわす項目として15,計25項目

に有意差が得られた｡その内容を, Table 2に示す｡

長子に特徴的な性格としてほ,面倒なことが嫌いで,他人に自分の用を療んだり押しつ

けたりするというように,困難な事柄に対しての取り組み方が消極的で,利己的な面がみ

Table 2 長子的性格･次子的性格

長 子 的 性 格 l 次 子 的 性 格

項目
番号 萌日内容 x2 P

項目
番号 項目内容 x乏 P

㊨ ひかえ獲) 71.12 ** ㊨ 母に甘える 141.36
**

21 遠慮 28.27
**

⑥ 父に甘える 85.21
**

1 自分の用を人に押しっけたり
頼んだりする

28.12 **

⑲ 母に告げ口 55.ll
**

⑨
一話すより聞き手

17.01
**

㊨ お調子もの 51.84
**

35 母に口ごたえ 14.36
**

㊨ 父に告げ口 36.38
**

㊨ めんどうが嫌い 13.00
**
㊨ 妖妬 34.45

**

⑦ 自制的 12.86 **

④ おしゃべり 31.59
**

㊨ 仕事がていねい 10.65 **

㊨ 外で遊ぶことが好き 28.26
**

14 きちょうめん 7.39 束* ㊨ 人のまねがうまい 26.47
**

43 すましや 5.83 *
㊨

⑳

㊨

㊨

2

16

知ったかぷり

強情

食事の好き嫌いが多い

依存的

せっかち

はきはきしてはがらか

24.34

19.28

16.01

16.00

9.76

8.81

**

**

**

**

**

**

a P<.05 ** P<.01

注) ○印: 1963年調査の長子的性格･次子的性格項目
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られる｡その反面,仕事を丁寧にやり,凡帳面なところがあり,ひかえめで,自分からし

ゃべるよりも聞き手の側にまわり,ませたところがあるo前回の調査結果と比較すると,

遠慮,母に反抗,すましや,などの項目も新たに加わり,大人びて,気むずかしいといっ

た面も強調されているようである｡

次子においてほ,両親に甘えるという傾向が際立っており,依存的である｡それに伴い,

両親に告咋口をするというような,いわゆる, ｢いい子ちゃんぷった+ところもみられる｡

また,強情であったり,やきもちやきな,激しい気性の面があり,わがままである｡そし

て,外で遊ぶことが好きで,外向的である｡前回の調査結果と比較すると,明朗,せっか

ち,などが加わり,積極的で活動的な面がはっきりしている｡

以上をまとめると,今回の調査結果ほ, 1963年調査とほぼ同様の結果である｡ 20年前

と現在とでほ,長子的性格･次子的性格に,大きな変化はみられなかった｡このことほ,

1963年調査で明らかになった,長子･次子の性格特性は,はぼ固定化しており,不変のも

のであることを示唆していると言えよう｡長子と次子の性格差異の原因として,親の持つ

役割期待の相違が挙げられている｡我が国の伝統的な考え方といえる, ｢長幼の序+は'い

まだに親の意識の中に残っており,それが養育態度にもあらわれていることがわかる｡

3.男子的性格･女子的性格

男子的性格･女子的性格の存在を検討するため,被調査者187名のうち,異性で構成さ

れているきょうだい(兄と妹,姉と弟)を選びだした｡

児童と親の回答数を合計し, X2検定をおこなった.そして,男子があてはまると回答

した者が,女子があてほまると回答した者より,有意に多い項目を,男子的性格をあらわ

Table 3 男子的性格･女子的性格

男 子 的 性 格 女 子 的 性 格

a
項 目 内 容

涙もろい

おしゃペり

着物や持ち物を気にする

妖 妬

すましや

母F=告げ口

父に告げ口

父に甘える

きちょうめん

遠 慮

はきはきしてほがらか

貫目

萱宣

㊨

㊨

⑱

㊨

管
㊨

㊨

㊨

⑯

21

i
裂
8

⑨

㊨

㊨

26

㊨

24

項 目 内 容

こづかいを早く使う

話すより聞き手

父にしかられる

外で遊ぶことが好き

気に入らないと乱暴

めんどうが嫌い

食事の好き嫌いが多い

7. 73

6. 28

**

*

項

香

16

* P<.05
** P<.01

注) ○印: 1963年調査の男子的性格,女子的性格項目
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す項目群とした｡同様に,女子があてはまると回答した老が,男子があてはまると回答し

た者より有意に多い項目を,女子的性格をあらわす項目群とした.

その結果,男子的性格をあらわす項目として7,女子的性格をあらわす項目として11,

計18項目に有意差がみられたo項目内容を, Table 3に示す.

男子的性格ほ, ｢男らしさ+,女子的性格は, ｢女らしさ+と一般に言われているものと一

致する懐向は,前回の調査と同様である.しかし,女子的性格において,自制的,親に対

して素直,.ひかえめ,などが除かれ,はきはきしてはがらかが,新たに加わっている｡ ｢女

の子ほおしとやか+というイメージが少し薄れ,現代女性が男性化している僚向のあらわ

れのひとつと言えよう｡

また,女子的性格の11項目のうち, 6項目が次子的性格をあらわす項目と重複してお

り,女子的性格と次子的性格の類似は, 1963年調査と同様の結果である｡

4･きょうだいの年齢差と性格

きょうだいの年齢差によって,長子的性格･次子的性格のあらわれ方がどのように違う

かを検討した｡

ここでは,長子的性格･次子的性格が,最も厩著にあらわれる年齢差はどのくらいかと

いうことを調べるために,被調査者を2人の年齢差によって,次の3群に分類した｡

A群:1年-2年

B群:2年1カ月-4年

C群:4年1カ月以上

この3群紅該当する人数を, Table 4に示す.

1群ごとに, 2と同様の操作をおこなって,長子があてはまる,または,次子があては

まると,有意に多く回答された項目を検定した｡そして,長子･次子それぞれに有意差が

みられた項目数の合計を比較し,項目数が多い群ほど,長子･次子の性格特性がより明確

にあらわれていると考えた｡

3群それぞれ,有意差のあった項目の数ほ, A群:16, B群:21, C群:21であった｡

項目内容をTable5に示す｡各群の項目数の差をX乏検定した結果,有意差はみられなか

った｡しかし,きょうだいの年齢差が近いはど,長子･次子の性格的差異ははっきりとあ
らわれないという懐向がうかがわ

Table 4 年齢差別被調査児童の人数

性 別 構 成

MM I MF I FM I FF
合 計

A

B

C

3

24

20

8

30

15

7

18

22

4

20

16

22

92

73

A:1年-2年 B:2年1ケ月-4年

C:4年1ケ月以上

れる｡

1963年調査では,年齢差が2-

4年の場合が,性格的差異が最も

明確であり,それ以外の場合で

ほ,それはどはっきりとあらわれ

ないという結果であった｡今回の

調査でほ, 2-4年の群と, 4年

以上の群との間には,項目数の差
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Table5 きょうだいの年齢差と性格

;A群: 1年-2年 C群: 4年1ケ月以上

長子的性格[次子的性格l長子的性格[次子的性格l長子的性格1次子的性格

1.自分の用を
押しつける

49.ひかえめ

43.すましや

18.一生懸命仕
事する

32.はずかしが
り

29.仕事がてい
ねい

7.自制的

30.母に甘える

28.お調子もの

6.父に甘える

16.はきほきして
はがらか

40.知ったかぶり

49.ひかえめ

S3.めんどうが

嫌い

1.

9.

24･

'票葦?,好き嫌l21･
35.

10.母に告げ口

4･おしゃべりl14.

自分の用を
押しつける

話すより聞
き手

遠 慮

母に口ごた
>･

プこ

きちょうめ

36･雛遊ぷのがlん

30.母に甘える

6.父に甘える

28.お調子もの

10.母に告げ口

41.父に告げ口

2乙 人のまねが
うまい

34.妖 妬

20.依存的

4.おLやペり

2.せっかち

40.知ったかぶ
り

18.一生懸命仕
事する

12.強 情

24.食事の好き
嫌い多い

49.ひかえ革)

21.遠 慮

7.自制的

1.自分の用を
押しつける

9.話すより聞
き手

14.きちょうめ
ん

29.仕事がてい
ねい

35.母に告げ口

30.母軒こ甘える

6.父に甘える

36.外で遊ぶの
が好き

41.父に告げ口

10.母に告げ口

34.妖 妬

4.おしゃべり

12.強 情

22.人のまねがう
まい

40.知ったかぷり

28.お調子もの

20.依存的

24.食事の好き嫌
い多い

16 1 21 1 21

がみられなかった｡

5.呼称方法と性格

日常生活における,長子の呼ばれ方は,名前や愛称などの固有名詞で呼ばれる場合と,

きょうだい内の地位をあらわす普通名詞で呼ばれる場合の, 2通りが考えられる｡

親が長子を呼ぶ時,名前で呼ばずに｢お兄ちゃん+ ｢お姉ちゃん+などといった,普通名

詞で呼ぶということほ,その子ど

も自身の役割に加えて,きょうだ

い内の地位にあたえられている役

割行動を,長子がとることを期待

していると考えられる｡つまり,

｢長幼の序+を重んじる養育態度

をもっていると言える｡

反対に,きょうだいの間に差別

をつけるべきでないと考えている

親ほ,日常生活でほ,長子を固有

Table 6 呼称方法別被調査児童の人数

性 別 構 成

秤
MM 1 MF I I㌻M FF

合計(%)

A

B

C

D

5

24

1

10

6

25

2

12

5

21

2

12

8

21

2

4

24(12.8)

91 (48.7)

7( 3.7)

3B(20. 3)

A:子･名×親･名 B:子･地位×親･名

C:子･名×親･地位D:子･地位×親･地位
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の名前で呼ぶであろう｡

そこで,長子の呼ばれ方によって,長子的性格･次子的性格のあらわれ方が,どのよう

に違うかを検討した｡

ここでは,長子が,次子や親から何と呼ばれるかによって,次の4群に分類した｡

A群:次子･母親両方から,名前またほ愛称で呼ばれる｡

B群:次子からほ｢お兄(お姉)ちゃん+などという,地位をあらわす名詞で呼ばれ

る｡母親からは,名前またほ愛称で呼ばれる｡

C群:次子からは,名前または愛称で呼ばれる｡母親からほ,地位をあらわす名詞で

呼ばれる｡

D群:次子･母親両方から,地位をあらわす名詞で呼ばれる｡

この4群に該当する人数をTable 6に示す｡このうち, C群ほ,該当人数が少ないの

で,考察の対象から除いた｡

4と同様の検定をおこなったところ,長子的性格またほ次子的性格をあらわすものとし

て有意差のみられた項目数は, A群:ll, B群:24, D群:19であった｡各群の項目数の

差をX2検定した結果, A群とB群との間に,有意差がみられた(P<.05).項目の内容

Table 7 呼称方法と性格

A群:子･名×親･名I B群:子･地位×親･名 I D群:子･地位×親･地位

長子的性格 次子的性格 長子的性格 次子的性格 長子的性格 次子的性格

49.ひかえめ

35.母にロごた
>■

又.

33.めんどうが

嫌い

7.自制的

1.自分の用を
押しつける

30.母軒こ甘える

6.父に甘える

20.依存的

10.母に告げ口

34.妖 妬

28.お調子もの

49.ひかえめ

21.遠 慮

1.自分の用を
押しつける

9.話すより聞

き手

43.すましや

35.母にロごた
)I

ズ_

7.自 潮的

33.めんどうが
嫌い

14.きちょうめ
ん

30.母むこ甘える

6.父に甘える

10.母に告げ口

28.お調子もの

41.父に告げ口

34.妖 妬

49.ひかえめ

9.話すより聞
き手

1.自分の用を
押しつける

遠 慮

起こされて
もなかなか

起きない

めんどうが
嫌い

21.

27.

22.人のまねがう
まい

24.食事の好き嫌
い多い

2.せっかち

18.
-生懸命仕事
する

16.はきはきして

ほがらか

30.母に甘える

40.知ったかぶり

22.

28.

36.

10.

6.

人のまねがう
まい

お調子もの

外で遊ぶのが
好き

母に告げ口

父に甘える

16.はきはきして
はがらか

41.父に告げ口

20.依存的

4.おごしゃべり

24.食事の好き嫌
い多い

34.妖 妬

11 1 24 19
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杏, Table 7に示す｡

長子が次子から, ｢お兄(お姉)ちゃん+というような地位をあらわす名詞で呼ばれる場

令,日ごろから,見や姉は,弟や妹からうやまわれ,そのかわりに手本となって,しっか

りと年下のきょうだいの面倒をみなければならないという立場であることを認識している

と言えよう.ゆえに, ｢長幼の序+を重んじる親の養育態度が反映され,きょうだいの性格

差異が明確にあらわれたと言え,このことほ, 1963年調査の結果と,同様の債向を示して

いる｡

以上の分析結果から,長子と次子の生育環掛こついて,この20年間に大きな変化がみ

られないということが示唆された｡家族やきょうだいに関する文化は,表面的な社会変動

の影響をほとんど受けていないと考えられるo

V 要 約

出生順位と性格特性との関連軒こついて,1963年におこなった調査をもとに,その年代的

変化を検討するために,再調査を実施した｡ 2人きょうだいの小学校5年の児童と,その

親187組を対象に,質問紙によって調査した.性格特性に関するデータは, 51項目の日

常生活における行動の記述が,きょうだいのどちらによりあてはまるかという,相対的判

断を求めることによって得た｡

再調査の結果,次のようなことが見出された｡

(1)長子的性格･次子的性格の存在は,非常に明確に検証された｡しかも, 1963年調

査時の結果と比較して,ほとんど変化がみられず,固定化したものと言える｡男子的

性格･女子的性格についても,はぼ同様のことが言える｡

(2)きょうだいの年齢差が近いはど,長子･次子の性格特性の差異は,はっきりとあ

らわれない｡

(3)日常生活において,長子が次子から,きょうだい内の地位をあらわす普通名詞で

呼ばれている場合の方が,固有名詞で呼ばれる場合よりも,性格特性の差異が明確に

あらわれる｡

以上,再調査の結果は,ほとんど, 20年前の1963年調査と一致している｡この事実は,

家族やきょうだいに関する文化は,表面的な社会的変動の影響をほとんど受けていないと

いうことを示唆している｡また,長子と次子の生育環境も,この20年間に,大きな変化

ほみられないと言える｡

く付 記〉本研究をおこなうにあたり,横浜国立大学学生 本間伸一君に,多大な御協力をいただき

ました｡記して謝意を表します｡
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く付 表〉性格に関する質問賓目

自分の用事を平気で人に押しつけたり,頼んだりするのは

せっかちなのは

お母さんによくしかられるのは

おしゃべりなのは

･よく考えないうち軒こ仕事をはじめて,失敗することが多いのは
お父さんにいつも甘ったれているのは

もっと遊んでいたい時でも,やめねばならない時にはす(oやめるのは

おこづかいをもらうと,早く使ってしまうのは

あまりしゃベらないで,人の話を聞いていることの方が多いのは.

お母さんに告げ口するのほ

自分の着るものや持ち物について,よく気にするのは

無理にでも,自分の考えを通そうとするのは

お友達に人気があるのは

いつもきちんとしていないと,寛がすまないのは

お父さんによく口ごたえするのは
はきはきして,はがらかなのは
落ち着きがなくて,いろいろなことに気が散るのは

面倒がらないで,仕事を一生懸命にするのは

ときLどき,ちょっとずるいことをしたり,ごまかしたりするのは

少しでも困ることがあると,人に頼ろうとするのほ

欲しいものでも,遠慮してしまうのは
人のまねをするのがじょうずなのは

おとなの話にまじろうとするのほ

食べ物に好き嫌いがたくさんあるのは

お父さんやお母さんのいいつけを,素直に守るのは
何か気にいらないことがあると,すくoに乱暴するのは

家の人に起こされても,なかなか起きないのは

人にはめられたりすると,すく巾にお調子に乗ってしまうのは

仕事をする時,ていねいに失敗のないようにするのは′

お母さんにいつも甘ったれているのは
ちょっとしたことでも,すぐに気にするのは

よその人の前へ出ると,恥ずかしがるのは
面倒なことほ,なるべくしないようにするのは

とてもやきもちやきなのは

お母さんによくロごたえする､のは･

外-出て遊んだり,騒いだりする,のは
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41.

42.

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

出生慣位と性格

人紅負けるのが嫌いなのは

お父さんによくしかられるのは

気に入らないと,す(oに黙りこむのは

す(o, ｢ぼく(私)知っている+などと言って,何でも知っているふりをするのは

お父さんに告げ口するのは

おもしろいことを言ったりして,人を笑わせるのは

よそへ行くと,すましやさんになるのは
宿題があると,気むこなって楽しく遊ペないのほ

悲しいことを見たり開いたりすると,す(o涙をこぼすのは

しなければならないと思った仕事は,最後までやり通すのほ

人の言うことに反対することが多いのは

人の前に出たりするのをきらうのは

何かする時に,人の迷惑になるかどうかをよく考えるのほ

あれこれ迷って,なかなか決心がつかないのは

人に親切にLてあげることが多いのは
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